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1. はじめに

この機会に其れとなく課 された事項が二点ほど

あった。それらは, まず ラバンセンターにおける

最近の舞踊研究の状況を報告すること。そ してい

ま一点は, その内容から敷衛 して可能なかぎり当

シンポジウムの標題に “漕ぎ寄る”こと, であっ

た。

その要請になんとか応えようと考えた末, 少し

は整合性を保てそうに思われた内容は舞踊学の う

ちの舞踊教育(Dance in Education)1)に係わると

思われ, ついては上記のような副題(演 者題)を

設けた次第である。海外の動向のいくつかを概観

しながら, 終極的にはなんらかのかたちでここ日

本の斯界にも寄与できる内容であることを願 って

の些細な考察である。なお, 紙幅の関係上ここで

はシンポジウム当日にお話 しさせて戴いた うちの
一部は割愛せざるをえないが, 骨子からの逸脱は

ないものと確信している。

2. ラバンセンター: 基幹科 目の変容

舞踊教育者の養成 とノーテーション学習の場と

してつとに知られてきていたラバンセンターも現

在では総合的な舞踊教育機関へ と変貌を遂げつつ

ある。その動向に連動するかのように, 同セン
ターが設置するほとんどの課程に組み込まれる基

幹科 目にも変化が見られる。具体的には, 動きの

分類とそれを括るノーテーション(Labanotation)

を核に踊る ・創る ・観るを考察 し, また実践する

とするrMovement Study』から, より大きな学体

系のもとで舞踊を捉え ようとする『Choreology』

(=Study of Dance)へ の変化である(文 末資料:

図-1の(i), (ii), (iii)参照)。 確かにrMovement

Study』 に固執 していては舞踊を “ア ログラフ ィ

ク”(N. グッドマン)2)なものとして捉えがちで

あろうし, 舞踊の表象的側面の考察には不備をき

たす。また, 「動き」をあ くまでも舞踊の主要媒体

とするには昨今目にする作品の多 くは, その考え

に対する納得をわれわれには与えてくれない(文

末資料: 図-1, (iii)の(7), (17), (18), (19)に注目して

戴きたい  これらがかつての同センターの基幹

科 目の主内容であ った)。 こうしたラバ ンセン

ターにおける変化には, あらためてわれわれに舞

踊現象の多様性, すなわち舞踊にまつわる多様な

知の存在をいみ じくも認めさせる3)。しか し, 周

知のとおりアメリカでの舞踊研究の世界ではとう

に経験済みのことであ り, 注 目すべ きはラバ ンセ

ンターにおける今後のその内容の消化 ・発展の仕

方である。

3. 舞踊教育における知

3.1 アメリカの舞踊教育界の動向: 認識学習へ

のシフ ト

舞踊の多様性を懐深 く抱え込んできていたアメ
リカ舞踊界ではあるが, その うちの教育の世界で

は80年代初頭以来のかの地 の教育改革の波を受

け, より実質的な教育成果を求める機運が高まる

とともに或る変化が緩やかではあるが顕現してき

ている。知識をベースにした教育, いわゆる認識

学習への傾斜 というのもそのひとつである。

S. フォーテ ィン4)は, Conceptual Content

Knowledge5)な らびに Technical Content Knowl-

edge6)の教授の必要性を舞踊教員, 殊に実技担当

教員に説いている。その内容の うち"卑 近な"一

例を引いてみ よう。か りにグラームの 「コントラ
クション/リ リース」を扱っているとす ると, そ

の目的は脊椎の周囲を取 り囲む主たる筋, すなわ

ち広背筋 ・大円筋 ・外腹斜筋 ・僧帽筋を鍛えるこ

とにより, 脊椎ならびに上体全体が容易に支えら

れ, それによって下肢の動きの レンジが広が り,

また, ボディー ・センターにもよく気づくように

なる, といった解説を施すことの必要性を説いて

いる(C-C-K関 連)。 また, 正確な師範と的確な被

教育者の実践に対 してのコメン ト(言 説)の 供与

も不可欠であるとしている(T-C-K関 連)。こうし

た教育内容ならびに方法の展開の背景には, 舞踊

教育というものが どうして も 「皮相的な身体経

験」に終始 しがちであり, またその点を殊に他教

科関係者から批判されがちであることからの反省

と推察できる。

元来, アメリカの舞踊教育界はプロの世界との

絆が強 く, プロの世界での事象が教育の場に直ち

に反映されてくる, いわゆる トップダウン型であ

る。しかし, そのプロの世界が “Anything goes”

的な雰囲気に包まれ, また, 上述の教育改革の圧

力が身近に迫 ったことがフォーティンの主張にも

みられる努めて実質 ・直戴的な知識の教授といっ

た動向となって現れているのであろ う。

3.2 日本の舞踊教育界を探る 二出来事から経験

へ

限定的ではあるが海外二つの国の舞踊教育界
の, その異質な トレンドに注 目しながら日本の舞

踊教育界を眺めてみると, 体育の傘下におさまり

ながら, その体育自体が度重なる存亡の危機(大
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(i) Movement の分類

N=Notation (labonotation)

a=Action
b=Dory
d=Dynamics (E(fort)
s=Space
r=Relationship

(ii) Movement Study の構成

(踊 を応用対象としたつ腸合)

(iii) コレオロジー(加reology) の体系

V. Preston-Dun lop 90

図-1 ラバ ンセ ン タ-に お け る基 幹 科 目の 変容: Movement Study か らChoreology へ
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A appreciating 8=Body
M/C=making/creating
P=performing

(下 部 構 造)

図-2 舞踊教育の基本構造とその 「下部構造」

-53-


